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建
設
山
口
青
年
部
で
は
、
若
い
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
た
め
、
広
報
誌
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
３
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
一
年
間
の
行
事
を
ま
と
め
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
昨
年
も
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
全
国
青
協
の
活
動
も
含
め
、
青
年
部

全国青協
定期大会
2／14

青年部長
あいさつ

青
年
部
の
強
み
を
発
揮

　
　

 

順
応
し
た
組
織
に
変
化

　

県
青
年
部
長
を
引
受

け
、
３
年
目
を
む
か
え

ま
し
た
。

　

毎
回
同
じ
様
な
挨
拶

に
な
る
の
で
す
が
、
青

年
部
の
仲
間
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
支
え
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
、
一
昨
年
に

続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
県
青
年

部
の
活
動
は
ほ
ぼ
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

な
ど
、
少
し
ず
つ
で
す

が
全
国
青
協
も
動
き
だ

し
て
お
り
、
今
後
の
状

況
次
第
と
な
り
ま
す
が
、

ま
た
建
設
山
口
青
年
部

青年部長

折口大介

令
和
三
年
度

青
年
部
幹
事
会

青
年
部
長

　

折
口　

大
介
（
阿
東
）

副
部
長

　

西
林　

祐
哉
（
下
松
）

　

生
田　

真
規
（
熊
毛
南
）

会　
　

計

　

北
乘　
　

誠
（
吉
南
）

幹　
　

事

　

山
内　
　

亮
（
岩
国
）

　

西
嶋　

真
人
（
宇
部
）

　

村
田　

克
哉
（
小
野
田
）

　

山
名
進
太
郎
（
下
関
）

　

　
　
　
涼
輔
（
豊
浦
）

　

吉
村　

龍
彦
（
長
門
）

　

木
村　

辰
徳
（
萩
）

　

河
内　

信
宏
（
光
）

　

藤
林　

賢
悟
（
防
府
）

　

高
田　

源
和
（
美
祢
）

　

山
根　
　

徹
（
山
口
）

　

渡
邉　

博
之
（
柳
井
）

　

組
合
に
お
け
る
青
年

層
の
役
割
は
大
き
く
、

い
ず
れ
は
今
の
青
年
層

が
組
合
の
担
い
手
に
な

る
時
が
来
る
。

　

青
年
部
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
は
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
は
知
ら
な

い
青
年
層
の
組
合
員
は

大
勢
い
る
。

　

こ
の
「
ぶ
ち
ア
ク

テ
ィ
ブ
！
」
を
読
ん
で

も
ら
え
ば
、
青
年
部
活

動
を
知
っ
て
も
ら
え
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
交

流
会
も
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
も
ら
え
る
と
思

う
。

　

こ
の
活
動
紙
を
見
て

興
味
を
持
っ
た
青
年
層

の
み
な
さ
ん
、
一
緒
に

青
年
部
活
動
に
参
加
し

て
み
よ
う
。

全国を結び Web 会議全国を結び Web 会議
仲間と貴重な体験仲間と貴重な体験

　
【
岩
国
・
山
内
亮
（
大

工
25
）】
２
月
14
日
、
第

60
回
全
国
青
協
定
期
大

会
が
建
設
山
口
本
部
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
コ
ロ
ナ
の
関

係
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
に
な

り
ま
し
た
。
41
県
連
・
組

合
１
２
９
人
の
参
加
が

あ
り
、
建
設
山
口
か
ら
は

５
人
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、役
員
改
選
で
は
、

新
副
部
長
に
生
田
真
規
氏

（
熊
毛
南
）、
西
林
祐
哉
氏

（
下
松
）、
新
会
計
に
は
北

乘
誠
氏
（
吉
南
）
へ
と
変

わ
り
、
新
体
制
の
も
と
一

致
団
結
し
、
定
期
大
会
は

閉
会
し
ま
し
た
。

　

折
口
部
長
を
筆
頭
に
、

各
支
部
青
年
部
の
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
【
柳
井
・
渡
邊
博
之
（
管

工
事
・
42
）】
４
月
25
日
、

建
設
山
口
本
部
会
館
に

て
、14
支
部
29
人
の
も
と
、

第
52
回
青
年
部
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
運
動
報
告
及

び
会
計
報
告
の
あ
と
、
令

和
３
年
度
の
運
動
方
針
案
、

要
求
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

質
疑
応
答
の
あ
と
、
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
吉
南
・
北
乘
誠（
木
工
・

36
）】
７
月
４
日
13
時
よ

り
、
全
建
総
連
第
28
回
全

国
青
協
交
流
集
会
が
山
口

市
「
ユ
ウ
ベ
ル
ホ
テ
ル
松

政
」
に
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
40
県
連・

他
県
連
の
活
動
報
告

　
　
コ
ロ
ナ
感
染
の
実
体
験
も

活
動
が
制
限
を
受
け
、
通
常
年
に
比
べ
て
開
催
で

き
た
行
事
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
状

況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
通
常
通
り
の
青
年
部
活
動

が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん

で
い
る
皆
さ
ん
、
一
度
青
年
部
の
行
事
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
仲
間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
酒

井
全
国
青
協
議
長
が

挨
拶
さ
れ
、
全
建
総
連

勝
野
書
記
長
か
ら
中

央
情
勢
報
告
、
竹
谷
組

織
部
長
か
ら
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
委
員
か
ら
の
経

過
報
告
が
あ
り
、
全
体

会
議
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の

中
、
発
言
を
し
合

い
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
コ
ロ
ナ
が

収
ま
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
で
は
な
く
、
全
国

の
仲
間
が
集
ま
っ

て
、
顔
を
合
わ
せ
て

内
容
の
あ
る
会
議
が

で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

第52回
定期大会
４／25

新
体
制
の
も
と
一
致
団
結

組
合
か
ら
１
４
３
人
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
、

建
設
山
口
か
ら
は
各
支

部
青
年
部
長
を
中
心
に

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

酒
井
全
国
青
協
議
長
か

ら
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
竹

谷
組
織
部
長
よ
り
、
コ
ロ

ナ
、政
治
、建
設
業
の
動
き
、

そ
れ
に
伴
っ
た
全
建
総
連

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

中
央
情
勢
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
全
体
学
習
と

し
て
、
全
建
総
連
・
長
谷

部
賃
金
対
策
部
長
よ
り
、

「
Ｓ
（
ス
テ
キ
で
）
Ｄ
（
ド

キ
ド
キ
す
る
）Ｇ（
現
場
を
）

ｓ（
創
造
し
よ
う
）」を
テ
ー

マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
）
と
い
う
言
葉
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

か
ぼ
ん
や
り
と
し
か
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
は
17
の
ゴ
ー
ル
・

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

あ
り
、
そ
こ
に
組
合
活
動

を
ど
の
よ
う
に
落
と
し
込

ん
で
い
け
る
の
か
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
身
近
な

所
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
あ

り
、
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。

　

全
体
学
習
の
あ
と
、
京

都
建
労
、
千
葉
土
建
、
建

設
ユ
ニ
オ
ン
の
青
年
部
か

ら
、
作
成
し
た
動
画
を

使
っ
た
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
全
国
青
協
・
木

村
幹
事
か
ら
は
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
実
体
験
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と

い
う
形
で
の
会
議
に
参
加

し
ま
し
た
が
、
早
く
実
際

に
顔
を
合
わ
せ
て
、
話
し

合
い
が
で
き
る
日
常
に

戻
っ
て
欲
し
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

全国青協
交流集会
７／４

の
活
動
も
再
開
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
時
は
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
共
生
社
会
が

日
常
に
な
る
中
で
、
新

た
な
生
活
様
式
に
順
応

し
た
新
し
い
組
織
へ
変

化
し
て
い
く
た
め
に
も
、

柔
軟
な
発
想
と
力
強
い

行
動
力
を
発
揮
し
、
青

年
部
の
強
み
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
出
来
る
こ

と
を
行
動
に
移
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

参加者をモニターに表示

14支部・29人が参加

最後はガンバロー三唱
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夏季研修会
7／４

グルメも宿泊も楽しめる

「アミュゼ NOREN」

全国青年
技能競技大会
9／18〜20

国道沿いの清掃

仲間と地域貢献
団結ある青年部へ

パソコンを通じてパソコンを通じて
仲間と気持ちを共有

　
【
熊
毛
南
・
生
田
真

規
（
大
工
・
34
）】
こ

の
冬
、
柳
井
市
に
あ
る

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

が
フ
ー
ド
ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
パ
ー
ク
＆
ホ
テ

ル
「
ア
ミ
ュ
ゼ
Ｎ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
Ｎ
」
へ
と
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

ア
ミ
ュ
ゼ
と
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
“
楽
し
ん
で

も
ら
う
”
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
お
店
の
目
印
で
も

あ
る
日
本
文
化
の
“
の
れ

ん
”
を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
だ
そ
う
で
す
。

　
玄
関
を
入
っ
た
メ
イ
ン
フ

ロ
ア
で
は
ポ
ー
ト
ボ
ン
マ
ル

シ
ェ
を
は
じ
め
、
フ
ー
ド

ホ
ー
ル
や
ジ
ェ
ラ
テ
リ
ア
ヤ

ナ
イ
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

マ
ル
シ
ェ
で
は
直
販
農

家
さ
ん
か
ら
の
新
鮮
な
野

菜
等
が
買
え
た
り
、
ジ
ェ

ラ
テ
リ
ア
ヤ
ナ
イ
で
は
地

場
産
や
旬
の
食
材
を
使
用

し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
味
わ

え
ま
す
。

　

９
階
で
は
“
炉
端
炭
火

焼　

海
Ｋ
Ａ
Ｉ
”
が
オ
ー

プ
ン
し
炉
端
の
雰
囲
気
や

目
の
前
で
調
理
風
景
を
楽

し
め
る
ラ
イ
ブ
キ
ッ
チ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
で
グ
ル
メ
を

楽
し
め
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
も
併
設
さ
れ

て
い
る
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍

が
落
ち
着
い
た
ら
是
非
ご

家
族
で
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　
【
山
口
・
山
根
徹
（
大
工
・

33
）】
７
月
４
日
、
建
設
山

口
本
部
会
館
に
お
い
て
14

支
部
16
人
の
参
加
の
も
と
、

夏
季
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
一
泊

二
日
で
様
々
な
学
習
を
す

る
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
三
密

を
避
け
る
た
め
、
建
設
山

口
本
部
周
辺
か
ら
維
新
公

園
に
か
け
て
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
を
仲
間
と
す

る
こ
と
で
、
よ
り
団
結
力

の
あ
る
建
設
山
口
青
年
部

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
う
日
と
な
り
ま

し
た
。

村田さん（長門）

　
【
長
門
・
村
田
淳
（
大
工
・

30
）】
去
る
、
9
月
18
～
20

日
に
、
全
建
総
連
第
37
回

全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
が
、
島
根
県
松
江
市

「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
の
大
会
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

１
９
８
５
年
よ
り
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
た
大
会
が
初

め
て
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
大
会
で
は
徹
底
し

た
感
染
症
対
策
が
取
ら
れ

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
勢
21
県
連
・
組
合
45
人

の
選
手
が
参
加
し
、
建
設

山
口
か
ら
は
私
、
村
田
と

豊
浦
支
部
の　

君
の
２
名

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

私
は
今
大
会
が
初
め
て

の
出
場
で
、
県
の
大
会
が

決
ま
っ
て
か
ら
は
全
国
大

会
に
向
け
て
練
習
に
励
み

ま
し
た
。
迎
え
た
大
会
本

番
は
他
県
の
選
手
の
や
る

気
を
受
け
て
、
緊
張
す
る

と
共
に
、
や
っ
て
や
る
ぞ

と
気
合
を
入
れ
て
競
技
に

の
ぞ
み
ま
し
た
。
で
す
が
、

２
人
共
入
賞
を
す
る
こ
と

が
出
来
ず
、
悔
し
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
作
品
展
示
で

他
県
の
選
手
の
作
品
を
見

な
が
ら
、
引
率
の
荒
木
さ

ん
か
ら
反
省
点
や
こ
れ
か

ら
の
課
題
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
で

あ
っ
た
今
大
会
が
無
事
に

終
わ
り
、
改
め
て
次
の
大

会
に
向
け
て
、
技
術
の
向

上
に
精
進
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

た
く
さ
ん
の
仲
間
待
っ
て
ま
す

一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い

詳細については
各支部へご連絡を

　

令
和
４
年
度
の
青
年
部

の
主
な
行
事
予
定
は
下
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
は
日
々
、
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
組
合
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
新
し
い
情

報
も
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
何
よ
り
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

こ
の
仲
間
は
組
合
活
動
だ

け
で
な
く
、仕
事
を
含
め
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
面
で
も

大
切
な
仲
間
に
な
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
仲
間
」
は
大
き
な
財

産
で
す
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

お
入
り
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
仲
間
が
ま
っ
て

い
ま
す
。

令和４年度の主な行事予定

県　内　関　係 県　外　関　係

４月 定期大会

５月 第１回幹事会

６月 中国地協青年部交流集会

７月 現寸図事前講習会 全国青協交流集会

８月 第１回青年部会、技能競技大会

９月 第２回幹事会 全国青年技能競技大会

10月 ファミリー交流集会

11月 全国青協幹部会議

12月 中国地協青年部幹部会議

１月 次世代対策交流会、県内交流集会

２月 全国青協定期大会

３月 第２回部会、第３回幹事会

◆詳細はお入りの支部までお問い合わせを◆

全国青協
幹部会議
11／14

　
【
下
松
・
西
林
祐
哉
（
鉄

工
・
35
）】
11
月
14
日
13
時

よ
り
、
全
建
総
連
第
25
回

全
国
青
協
幹
部
会
議
が
、

建
設
山
口
本
部
会
館
で
39

県
連
１
２
９
人
、
建
設
山

口
か
ら
は
５
人
が
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
の
も
と
参
加
し
ま
し

た
。

　

竹
谷
組
織
部
長
に
よ
る

中
央
情
勢
報
告
の
あ
と
、

全
体
学
習
①
で
は
、
㈱
コ

ン
ト
レ
ー
ル
・
代
表
取
締

役　

人
見
玲
子
氏
に
よ
る

「
相
手
の
心
を
掴
む
マ

ナ
ー
講
座
」
が
行
わ

れ
、
名
刺
交
換
や
話

し
方
な
ど
の
マ
ナ
ー

を
学
び
ま
し
た
。

　

全
体
学
習
②
で

は
、
谷
岡
全
国
青
協

総
務
か
ら
、「
自
分
の

将
来
設
計
を
見
据
え

た
公
的
制
度
・
組
合

制
度
の
活
用
」、
全
体
学
習

③
で
は
、
全
建
総
連
・
竹

谷
組
織
部
長
か
ら
「
働
き

方
改
革
襲
来
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
な
の
で
全

国
の
仲
間
と
直
接
会
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
厳

し
い
状
況
の
中
で
も
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
と
、
パ

ソ
コ
ン
を
通
じ
て
気
持
ち

を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

技
術
の
向
上
に
精
進

　

  

２
年
ぶ
り
に
大
会
開
催

全建総連会館から全国へ中継

イメージイラスト


